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１１ ははじじめめにに 

家庭用アロンアルフアは 1971年に販売を開始し、50年を
超えて瞬間接着剤の代名詞として親しまれてきた。この間、

我々はアロンアルフアの接着性能や使いやすさの向上に取り

組み続け、製品ラインナップを拡充してきた。幅広い材料へ

使用できる「アロンアルフア EXTRA速効多用途」（2004年）、
液が染み込みにくく革や多孔質材料に適する「アロンアルフ

ア EXTRAゼリー状」（2012年）、耐水性や耐熱性が求められ
るシーンに適するとともに容器の使いやすさも向上した「ア

ロンアルフア タフパワー」（2021年）など、ホームセンター
やコンビニエンスストアといった多くの店舗で販売され、好

評を得ている。 
アロンアルフアの最大の特長は、「瞬間」と呼べる接着の速

さにある。接着対象の一方にアロンアルフアを滴下し、もう

一方を貼り合わせる。するとすぐさま硬化が始まり、短時間

で接着できる。簡単に、瞬時に接着でき、利便性がよい。 
ところが、この接着方法がうまく適用できない場合もある。

貼り合わせた場所から少しあふれた液や、細い隙間を埋める

ようにして液を流してくっつけたいときに、なかなか硬化せ

ずに困った経験がないだろうか。これは、アロンアルフアの

反応の仕組みに起因している。 
アロンアルフアは、接着対象の表面に存在する水分を開始

剤として反応する、湿気硬化型の接着剤である。接着の際、

貼り合わせた場所を押さえることで液が薄く広がっていく。

これにより水分が接着剤にいきわたり、硬化が促される。し

かし、先の例では接着剤が液滴のまま存在し、水分が接着剤

に行き渡らず、硬化が始まらない。これは、アロンアルフア

が長年抱える大きな課題であった。 
我々はこの課題を解決する、従来製品とは一線を画する新

製品の開発を進めてきた。この度、2 つの硬化方法を併せ持
った新製品「アロンアルフア 光」（図図１１）の開発に成功した
ので、以下に紹介する。 

 
 

２２ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」のの特特長長 

「アロンアルフア 光」は、次の特長を有している。 
 
①アロンアルフア特有の、高速・強力接着 
②付属ライトの照射により、硬化時間をさらに短縮 
③付属ライトの照射により、白化を防止 
④付属ライトの照射により、充填接着や盛上げ接着も可 
 
①は、「アロンアルフア 光」が瞬間接着剤として従来同

様に使用できることを示している。接着剤は、２－シアノア

クリレートを主成分としており、水分と反応して重合する性

質を有している。この性質から、基材同士を貼り合わせると

基材表面の水分と接着剤が反応して重合し、ポリマーとなっ

て硬化する。 
 

図図１１ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」製製品品外外観観

●●家家庭庭用用光光硬硬化化瞬瞬間間接接着着剤剤「「アアロロンンアアルルフフアアⓇⓇ 光光」」
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②は、新機能である、光照射によって硬化できることを

示している。接着剤に光アニオン重合開始剤を配合してお

り、光照射によって２－シアノアクリレートの重合反応の開

始剤として作用する。さらに、この開始剤は青色波長で反応

するため、付属ライトも青色光の LEDライトとした。UV
と比べて目に優しい青色光で硬化できる。 
この光照射で硬化する機能と①の湿気硬化の機能が組み

合わさることが、不透明な基材を接着する際に、特に有効に

働く。光硬化型の接着剤として、一般にアクリレート化合物

が知られている。この種の接着剤は、光を照射できない場所

は硬化しないため、接着対象は透明なものに限られる。「アロ

ンアルフア 光」は、不透明な基材であっても、貼り合わせた
場所は湿気硬化によって接着でき、貼り合わせができない場

所は光照射によって硬化できる。さらにこの特長を利用して、

接着部を補強することもできる。詳細は、３章で紹介する。 
このように、２つの反応を併せ持つことで接着対象は大き

く広がり、様々なシーンでの使用が可能となる（表表１１）。 
 

 

 
③は、光硬化によって得られる新たなメリットである。 
従来の瞬間接着剤では、液があふれた部分などでは２－

シアノアクリレートが未反応のまま、長時間存在していた。

未反応の２－シアノアクリレートの分子は室温下でもわずか

な揮発性を有しており、揮発分が接着部の周辺に付着してそ

の場所で重合することがある。このとき、発生した２－シア

ノアクリレートの細かな硬化物によって、周囲が白く汚れた

ようにみえてしまう。これを「白化」と呼んでおり、接着物

の外観を損ねる要因となっている。 
「アロンアルフア 光」では、液があふれた部分や貼り合

わせをしない部分も光照射によって瞬時に硬化することがで

きる。これにより「白化」を防いで、外観の美しい接着物を

つくることができる。 

④は、「アロンアルフア 光」による新たな接着シーンの
提案である。実際の接着においては、接着対象の形状はさま

ざまで、接着面の一部が貼り合わせできても、周りに隙間が

あって浮いてしまうことがある。そのようなときに、浮いた

隙間に液を充填し光照射することで、瞬時に硬化できる。さ

らに応用して、小さなパーツを貼り合わせた後、全体に液を

塗布して光照射すれば、隙間を充填しつつパーツ全体を覆

う、コーティングを兼ねた接着ができる。この具体例につい

ては、４章で紹介する。 
 
３３ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」をを用用いいたた接接着着部部のの補補強強方方法法 
「アロンアルフア 光」を用いた接着提案の１つとして、

接着部の補強方法について紹介する。これまで述べてきたよ

うに、「アロンアルフア 光」は、貼り合わせていない場所も

光照射により硬化することができる。この特長を活かすと、

接着部の補強を行うことができる。手順は次の通りである。

①接着面に「アロンアルフア 光」を塗布して、貼り合わ

せて接着する。（従来のアロンアルフアと同様）

②貼り合わせた場所の側面に、「アロンアルフア 光」を

追加で薄く塗布する。

③追加で塗布した部分を光照射で硬化する。

 
この方法で接着面の側面に硬化物を形成すると、側面の

硬化物が補強部として働き、より強い接着強さを発現するこ

とができる。試験として、ABSないしアルミニウム（AL）
の平板（厚さ 2mm×幅 25mm）を T字状に接着し、先の手
順に従って補強部を作成し、接着試験片とした（図図２２）。 

 

 
 
比較のため、通常のアロンアルフア、市販品の光硬化型

接着剤を使用した接着試験片も作成した。これら接着試験片

を試験機に取り付け、荷重がかかる方向に治具で押し込み、

接着強さを評価した（図図３３）。結果を表表２２に示す。 

表表１１ アアロロンンアアルルフフアア 光光のの適適用用用用途途

アアロロンン

アアルルフフアア

光光

従従来来のの

アアロロンン

アアルルフフアア

光光硬硬化化型型

接接着着剤剤

硬硬化化方方式式
湿湿気気硬硬化化

＋＋光光硬硬化化
湿湿気気硬硬化化 光光硬硬化化

透透明明なな

基基材材のの接接着着
〇〇 〇〇 〇〇

不不透透明明なな

基基材材のの接接着着
〇〇 〇〇 ××

貼貼りり合合わわせせ

部部分分以以外外のの

硬硬化化

〇〇 ×× 〇〇

図図２２ 補補強強すするるととききのの接接着着例例 図図３３ 接接着着強強ささ試試験験のの様様子子

青青枠枠部部分分がが、、接接着着剤剤をを追追加加でで 字字状状接接着着試試験験片片にに対対しし、、

塗塗布布、、硬硬化化ししたた箇箇所所 矢矢印印のの方方向向にに荷荷重重ををかかけけたた
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１１ ははじじめめにに 

家庭用アロンアルフアは 1971年に販売を開始し、50年を
超えて瞬間接着剤の代名詞として親しまれてきた。この間、

我々はアロンアルフアの接着性能や使いやすさの向上に取り

組み続け、製品ラインナップを拡充してきた。幅広い材料へ

使用できる「アロンアルフア EXTRA速効多用途」（2004年）、
液が染み込みにくく革や多孔質材料に適する「アロンアルフ

ア EXTRAゼリー状」（2012年）、耐水性や耐熱性が求められ
るシーンに適するとともに容器の使いやすさも向上した「ア

ロンアルフア タフパワー」（2021年）など、ホームセンター
やコンビニエンスストアといった多くの店舗で販売され、好

評を得ている。 
アロンアルフアの最大の特長は、「瞬間」と呼べる接着の速

さにある。接着対象の一方にアロンアルフアを滴下し、もう

一方を貼り合わせる。するとすぐさま硬化が始まり、短時間

で接着できる。簡単に、瞬時に接着でき、利便性がよい。 
ところが、この接着方法がうまく適用できない場合もある。

貼り合わせた場所から少しあふれた液や、細い隙間を埋める

ようにして液を流してくっつけたいときに、なかなか硬化せ

ずに困った経験がないだろうか。これは、アロンアルフアの

反応の仕組みに起因している。 
アロンアルフアは、接着対象の表面に存在する水分を開始

剤として反応する、湿気硬化型の接着剤である。接着の際、

貼り合わせた場所を押さえることで液が薄く広がっていく。

これにより水分が接着剤にいきわたり、硬化が促される。し

かし、先の例では接着剤が液滴のまま存在し、水分が接着剤

に行き渡らず、硬化が始まらない。これは、アロンアルフア

が長年抱える大きな課題であった。 
我々はこの課題を解決する、従来製品とは一線を画する新

製品の開発を進めてきた。この度、2 つの硬化方法を併せ持
った新製品「アロンアルフア 光」（図図１１）の開発に成功した
ので、以下に紹介する。 

 
 

２２ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」のの特特長長 

「アロンアルフア 光」は、次の特長を有している。 
 
①アロンアルフア特有の、高速・強力接着 
②付属ライトの照射により、硬化時間をさらに短縮 
③付属ライトの照射により、白化を防止 
④付属ライトの照射により、充填接着や盛上げ接着も可 
 
①は、「アロンアルフア 光」が瞬間接着剤として従来同

様に使用できることを示している。接着剤は、２－シアノア

クリレートを主成分としており、水分と反応して重合する性

質を有している。この性質から、基材同士を貼り合わせると

基材表面の水分と接着剤が反応して重合し、ポリマーとなっ

て硬化する。 
 

図図１１ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」製製品品外外観観

●●家家庭庭用用光光硬硬化化瞬瞬間間接接着着剤剤「「アアロロンンアアルルフフアアⓇⓇ 光光」」
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②は、新機能である、光照射によって硬化できることを

示している。接着剤に光アニオン重合開始剤を配合してお

り、光照射によって２－シアノアクリレートの重合反応の開

始剤として作用する。さらに、この開始剤は青色波長で反応

するため、付属ライトも青色光の LEDライトとした。UV
と比べて目に優しい青色光で硬化できる。 
この光照射で硬化する機能と①の湿気硬化の機能が組み

合わさることが、不透明な基材を接着する際に、特に有効に

働く。光硬化型の接着剤として、一般にアクリレート化合物

が知られている。この種の接着剤は、光を照射できない場所

は硬化しないため、接着対象は透明なものに限られる。「アロ

ンアルフア 光」は、不透明な基材であっても、貼り合わせた
場所は湿気硬化によって接着でき、貼り合わせができない場

所は光照射によって硬化できる。さらにこの特長を利用して、

接着部を補強することもできる。詳細は、３章で紹介する。 
このように、２つの反応を併せ持つことで接着対象は大き

く広がり、様々なシーンでの使用が可能となる（表表１１）。 
 

 

 
③は、光硬化によって得られる新たなメリットである。 
従来の瞬間接着剤では、液があふれた部分などでは２－

シアノアクリレートが未反応のまま、長時間存在していた。

未反応の２－シアノアクリレートの分子は室温下でもわずか

な揮発性を有しており、揮発分が接着部の周辺に付着してそ

の場所で重合することがある。このとき、発生した２－シア

ノアクリレートの細かな硬化物によって、周囲が白く汚れた

ようにみえてしまう。これを「白化」と呼んでおり、接着物

の外観を損ねる要因となっている。 
「アロンアルフア 光」では、液があふれた部分や貼り合

わせをしない部分も光照射によって瞬時に硬化することがで

きる。これにより「白化」を防いで、外観の美しい接着物を

つくることができる。 

④は、「アロンアルフア 光」による新たな接着シーンの
提案である。実際の接着においては、接着対象の形状はさま

ざまで、接着面の一部が貼り合わせできても、周りに隙間が

あって浮いてしまうことがある。そのようなときに、浮いた

隙間に液を充填し光照射することで、瞬時に硬化できる。さ

らに応用して、小さなパーツを貼り合わせた後、全体に液を

塗布して光照射すれば、隙間を充填しつつパーツ全体を覆

う、コーティングを兼ねた接着ができる。この具体例につい

ては、４章で紹介する。 
 
３３ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」をを用用いいたた接接着着部部のの補補強強方方法法 
「アロンアルフア 光」を用いた接着提案の１つとして、

接着部の補強方法について紹介する。これまで述べてきたよ

うに、「アロンアルフア 光」は、貼り合わせていない場所も

光照射により硬化することができる。この特長を活かすと、

接着部の補強を行うことができる。手順は次の通りである。

①接着面に「アロンアルフア 光」を塗布して、貼り合わ

せて接着する。（従来のアロンアルフアと同様）

②貼り合わせた場所の側面に、「アロンアルフア 光」を

追加で薄く塗布する。

③追加で塗布した部分を光照射で硬化する。

 
この方法で接着面の側面に硬化物を形成すると、側面の

硬化物が補強部として働き、より強い接着強さを発現するこ

とができる。試験として、ABSないしアルミニウム（AL）
の平板（厚さ 2mm×幅 25mm）を T字状に接着し、先の手
順に従って補強部を作成し、接着試験片とした（図図２２）。 

 

 
 
比較のため、通常のアロンアルフア、市販品の光硬化型

接着剤を使用した接着試験片も作成した。これら接着試験片

を試験機に取り付け、荷重がかかる方向に治具で押し込み、

接着強さを評価した（図図３３）。結果を表表２２に示す。 

表表１１ アアロロンンアアルルフフアア 光光のの適適用用用用途途

アアロロンン

アアルルフフアア

光光

従従来来のの

アアロロンン

アアルルフフアア

光光硬硬化化型型

接接着着剤剤

硬硬化化方方式式
湿湿気気硬硬化化

＋＋光光硬硬化化
湿湿気気硬硬化化 光光硬硬化化

透透明明なな

基基材材のの接接着着
〇〇 〇〇 〇〇

不不透透明明なな

基基材材のの接接着着
〇〇 〇〇 ××

貼貼りり合合わわせせ

部部分分以以外外のの

硬硬化化

〇〇 ×× 〇〇

図図２２ 補補強強すするるととききのの接接着着例例 図図３３ 接接着着強強ささ試試験験のの様様子子

青青枠枠部部分分がが、、接接着着剤剤をを追追加加でで 字字状状接接着着試試験験片片にに対対しし、、

塗塗布布、、硬硬化化ししたた箇箇所所 矢矢印印のの方方向向にに荷荷重重ををかかけけたた
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「アロンアルフア 光」の接着強さが最も高く、通常のアロ
ンアルフアと比べて ABS 板の接着強さは 1.5 倍以上（基材
破壊のため、実際はより強い）、AL板接着では 8倍に向上し
た。補強部分の形成により、接着強さを向上できることが示

された。一方、光硬化型接着剤では、十分な接着強さは得ら

れなかった。補強部分が硬化できる一方で、接着面は基材に

よって光が遮られ、液状のまま硬化しなかったためである。 
このように、特に不透明な基材を接着する場合、「アロンア

ルフア 光」を用いて補強することで、強固に接着できる。 
 

４４ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」をを用用いいたた接接着着例例 
「アロンアルフア 光」を用いた接着例を紹介する。 
 

 
 
図図４４は、模型のパーツとして空中線を接着する様子である。

空中線の一方に接着剤を塗布し、貼り合わせて光照射すると、

空中線周りの接着剤が硬化しすぐに接着できる。 

 
 
図図５５は、釘や針、ビーズといった身近な材料を接着した

造形物の製作例である。曲面のある材料も、曲面部分の隙間

まで液を塗布して光照射することで、容易に接着できる。 
 

 
 
図図６６は、ハンドメイドアクセサリーの製作例である。小

さなパーツを土台に貼り合わせた後、パーツを液で覆って硬

化させた。パーツがもつ凹凸を残したまま全体をコーティン

グし、耐久性をもたせつつ美しい仕上がりにできる。 
 

５５ おおわわりりにに 

「アロンアルフア 光」は、湿気硬化と光硬化、2つの硬化
方法を併せ持つ、新しい接着方法を提供する新製品である。

本稿ではいくつかの接着例を紹介したが、アイデア次第で全

く新しい製作物も期待できる。 
ぜひ、「アロンアルフア 光」を手にとって、新感覚の接着

を体験いただきたい。 

表表２２ ＴＴ字字状状接接着着試試験験片片のの荷荷重重方方向向にに対対すするる接接着着強強ささ※※

接接着着剤剤

アアロロンン

アアルルフフアア

光光

従従来来のの

アアロロンン

アアルルフフアア

光光硬硬化化型型

接接着着剤剤

硬硬化化方方式式
湿湿気気硬硬化化

＋＋光光硬硬化化

湿湿気気硬硬化化

ののみみ

光光硬硬化化

ののみみ

補補強強部部分分 あありり

ななしし

補補強強部部をを形形

成成ででききなないい

あありり

≧≧３３

基基材材破破壊壊

２２

界界面面破破壊壊））

００．．８８

※※

４４

界界面面破破壊壊））

００．．５５

界界面面破破壊壊））

００．．５５

※※

※※ 接接着着面面積積をを ×× ととししてて算算出出

※※ 補補強強部部分分はは界界面面破破壊壊、、接接着着面面はは未未硬硬化化

図図４４ 模模型型製製作作のの接接着着例例

図図中中のの矢矢印印がが接接着着個個所所

図図５５ 身身近近なな材材料料をを使使っったた造造形形物物のの製製作作例例

図図６６ ハハンンドドメメイイドドアアククセセササリリーーのの製製作作例例
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１１ ははじじめめにに  
新型コロナウイルス感染症である COVID-19は、人々の健

康や経済に対して世界規模で多大なる影響を及ぼしてきた。

2023 年に漸く感染症法上の位置付けでは季節性インフルエ
ンザと同類の「５類」へ移行し、「ウィズコロナ」としての経

済活動が本格的に稼働し始めたものの、世界各国で新たな変

異株が報告されるなど、今後も一定の流行が続くことが危惧

される。これらの背景から、身の回りのプラスチック製品や

繊維製品に対して抗ウイルス効果を付与することには一定の

ニーズが予想される。実際に、公共施設や住宅への抗菌・抗

ウイルス加工の施工がここ数年で急速に広まっており、繊維

評価技術協議会（SEK）や抗菌製品技術協議会（SIAA）の認
証マークを受けた抗ウイルス加工製品も急速に増加している

1)。これらの認証マーク制度は、ある一定の抗ウイルス効果を

発現し、かつ安全性のある製品に認証を付与するものである。 
抗ウイルス加工方法としては、「コーティング」と「樹脂練

り込み」の２種類に大別される。前者は製品の表面に加工が

できるため効果を発現しやすい特長があり、後者は安価な成

型加工コストや高い耐久性が特長である。また、耐熱性や安

全性が高い抗ウイルス加工剤には無機系材料が多く 2, 3)、中

でも抗菌剤として広く普及している銀系材料（銀担持金属酸

化物、銀ナノ粒子等）の展開が進んでいる 4)。 
 

２２ 既既存存のの抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤  
当社の銀系抗ウイルス加工剤である「ノバロン AG1100」

をコーティング加工したフィルム、および、練り込み加工し

た樹脂の抗ウイルス活性値をそれぞれ表表１１、表表２２に示す。

抗ウイルス活性値は式式１１によって算出した。

 
SIAAの認証基準は抗ウイルス活性値が 2.0以上であり、抗
ウイルス加工樹脂はブランク樹脂と比べて、感染力を持つウ

イルス数（ウイルス感染価）が 100分の 1以下になること
である。 

抗ウイルス活性値：R =  Ut – At ・・・（式式１１） 
Ut：ブランク（未加工）樹脂の 24 時間作用後の３検体の

ウイルス感染価の常用対数値の平均値 
At：抗ウイルス加工樹脂の 24 時間作用後の３検体のウイ

ルス感染価の常用対数値の平均値 

表表１１に示すように、「ノバロン AG1100」による表面加工を
施したフィルムの抗ウイルス活性値は 2.0以上であり、「コー
ティング」用途で高い抗ウイルス効果が確認された。一方、

「樹脂練り込み」用途では、表表２２に示すように、抗ウイルス

活性値 2.0以上を発現させるためには、4 wt％以上の添加量
が必要であった。樹脂練り込み加工では低添加量で高い抗ウ

イルス効果を付与できる剤が市場になく、抗ウイルス加工剤

の添加による高コスト化と樹脂の物性低下が懸念される。そ

こで、当社では樹脂への添加量を最小限に抑え、かつ、高い

抗ウイルス効果を付与できる新規樹脂練り込み用抗ウイルス

加工剤「ノバロン IV4000」を開発したので紹介する。 
 
３３ 樹樹脂脂練練りり込込みみ用用抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤「「ノノババロロンン IIVV44000000」」  
「ノバロン IV4000」は無機成分のみから成り耐熱性が高

く、各種樹脂に対して 2 wt％の添加で高い抗ウイルス効果を
付与できる。また、銀を含有していないため変色しにくく、

低コストな特長を持つ新規樹脂練り込み用抗ウイルス加工剤

である。 
 

表表２２ ノノババロロンン 練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス活活性性値値 

●●新新規規樹樹脂脂練練りり込込みみ用用抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤「「ノノババロロンン®  IIVV44000000」」
NNoovveell  aannttiivviirraall  pprroocceessssiinngg  aaggeenntt  ffoorr  rreessiinnss  ““  NNOOVVAARROONN®  IIVV44000000  ””  
─────────────────────────────────────────────────────
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